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表 1:環境保護 ･競争マ トリックス
環境保護の作用
競争戦略
コスト上昇 使用特性の減少 追加効用 革 新
コス トリー ダー
差 別 化
ニ ッ チ 戦 略 :







しかしこの分析は不完全であるので,次に ｢市場 ･環境 ･反応マトリック
ス｣(Markt-Umwelt-Reaktions-Matrix)(表 2(9))によって市場反応が取 り








表 2:市場 ･環境 ･反応マ トリックス
敏 感 +/0 + +
潜 在 的 敏 感 9 9 +
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吉田 ･北畠 (編),『環境の評価とマネジメント』,岩波講座 環境経済 ･政策学 第 8
















































② ｢調達｣｢製造｣｢販売｣という生産職能の水平的 ･過程的職能,③ ｢計画｣
｢執行｣｢統制｣という管理職能の過程的職能,そして彼自身は認識してい





















































拙著,『企業管理論の構造』,第1章 企業管理の構造 -ウル リッヒの所論を中心 とし
て-,31頁以下｡
(2) 企業職能の水平的 ･垂直的職能とその分化については,次を参照されたい｡























100 経 営 と 経 済
6 結
シュテ-ガ-が展開する環境管理論は,環境保護を企業全体を垂直的にも
水平的にも貫きその観点から企業の全活動を評価し統合する ｢横断職分｣を
もつものと位置づけ,それを中心軸として企業管理の全体を展望しうる環境
管理論の体系を構想しようとしているものと解される｡しかし,彼がその著
書の中で述べている内容から見れば,それは実質的には生産管理の体系を構
成する生産管理的環境管理であり,広義の環境管理の一部分をなすものと解
されざるを得ないのである｡しかし,自然環境保護は21世紀における企業の
生産管理に与えられた解決すべき大きな課題としてますますその重要性が指
摘されており,ここに生産管理的環境管理の社会的意義が存在する｡
われわれの次の課題は,広義の ｢環境管理｣と狭義の ｢環境管理｣との関
連をより具体的に明らかにするために,狭義の ｢環境管理｣について,その
課題,内容と原理を検討することによってそれを企業管理の体系の中に位置
づけ,環境管理を企業の ｢生活能力｣(Lebensfahigkeit)を増大 ･強化させ
るものとしてその企業的意義を明らかにすることである｡
